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Eruptive history，eruption rate and scale of eruptions
for the Fuji Volcano during the last１１，０００years

Naomichi MIYAJI＊

Studies on the eruptive history，eruption rate and scale of eruptions for the Fuji Volcano during the last１１，０００
years（main period of Younger Fuji Volcano）are curried out based on the recent chronological studies for the eruptive
products of Fuji Volcano．Eruptive history of the Younger Fuji Volcano on this period can be divided to five stages as
follows: Stage１（１７，０００‐８，０００cal BP）：Continuous effusion of enormous lava flows from the summit and flank cra-
ters，Stage２（８，０００‐５，６００cal BP）：Intermittent explosive eruptions in small scale，Stage３（５，６００‐３，５００cal BP）：
Intermittent explosive eruptions with lava flows in middle scale and pyroclastic flows in small scale from the summit
and flank craters，Stage４（３，５００‐２，２００cal BP）：Continuous explosive eruptions in middle scale from the summit cra-
ter，Stage５（２，２００cal BP-present）：Explosive eruptions with lava flows and pyroclastic flows in small scale from the
flank craters．
Changes in magma discharge for the last１１，０００years show amount of magma supply occurred twice from１１ka to

５．６ka and ５．６ka to present．Changes for the last ３，５００ years show that the diagram belong to the time‐
predictable type and the eruption rate is nearly constant as１．５３km３／ky．Histogram of volume for the prod-
ucts of Younger Fuji Volcano show the scale of eruptions in average change from large（first half of stage１）to mid-
dle（stages３and４）and small（stage５）．Frequency and scale of the eruptions for the last２，２００years changed at８６４
AD from nearly continuously in small scale to intermittently in small to large scale．
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１． はじめに
富士火山の噴火史は多くの研究者によりその解明が進め

つ や ひろみち

られた．このうち１９７０年代までは津屋弘逵の長年の研究
により富士火山の構造や活動の概略が明らかにされ（津
屋，１９６８，１９７１など），これに町田 洋による富士火山の火
山灰層序学的研究（町田，１９６４など）が加わり過去１０万
年間の噴火史の概要が明らかとなった．１９７０～８０年代には
火山灰層序学的研究がさらに詳細に進むとともに（泉・
他，１９７７；上杉・他，１９８０など），これらの成果に基づき現在
から約１万年前までの火山活動史がとりまとめられた（宮
地，１９８８）．１９８０～９０年代にかけてこれらの層位学的研究の
高度化が図られるとともに（上杉，１９９０，１９９８など）岩石化
学的研究が進んだ（富樫・他，１９９１；高橋・他，１９９１）．２０００年
代に入ると富士山ハザードマップ検討委員会や産業技術総
合研究所（産総研），東京大学地震研究所，個人研究者ら
により富士山の構造や詳細な噴火史の解明などに関する研
究が飛躍的に進んだ（富士山ハザードマップ検討委員
会，２００４；吉本・他，２００４；山本・他，２００４；山元・他，２００５
など）．現在，産総研による「富士火山地質図」改定のた
めの精力的な調査が進行しており，さらなる成果が期待さ

れる．そこで本論では一部新たなデータを加えた上で，最
近の富士火山に関する研究成果に基づき，特に層序が明ら
かで噴出物量の定量的な評価が可能な過去１万１０００年間
の富士火山の噴火史について通観し，その結果をもとに噴
出率および規模別噴火頻度を推定した．本研究は現在整備
されつつある富士火山の防災マップを今後，改定する際の
基礎資料となる．なお，年代は暦年補正した値を cal BP
で表記し，これを概数で議論する場合は ka を用いる．ま
た，溶岩の名称は特に説明の無い限り，津屋（１９６８）によ
る．

２． 新富士火山と古富士火山の区分
富士火山は先小御岳，小御岳火山を基盤とし，１００ka 頃以

降現在に至るまで活動を続ける活火山である（津屋，１９６８；
町田，１９６４；吉本・他，２００４など）．富士火山の活動の中で
も１００～１３ka 頃までは主として爆発的噴火を繰り返し，山
麓に１４０層以上の降下スコリア層を堆積させ（上杉・
他，１９８０），２４～１３ka 頃には西～南西斜面や東側斜面でしば
しば山体崩壊を引き起こしこれに伴うラハールが発生した
（山元・他，２００２，２００５；上杉・他，１９９２）．１７～８ka 頃には多
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量の溶岩を噴出して山麓を拡大させ，小噴火期をはさみ
５．６ka 以降，山頂や側火口から溶岩と降下スコリアを繰り
返し噴出して成長した（津屋，１９７１；町田，１９６４；山元・
他，２００５）．
このため，津屋（１９６８，１９７１）は富士火山を，降下スコ

リアを頻繁に噴出させた古富士火山と溶岩を繰り返し噴出
した新富士火山に区分した．津屋は新富士火山と古富士火
山を設定した根拠として南西麓では両火山の噴出物の間に
は不整合があることを挙げた．この不整合は断層運動や
２０ka（１８，０００cal BP）頃の山体崩壊に伴い形成されたも
のであり，この不整合を覆う新富士火山初期の溶岩（旧期
溶岩）のうち最も古いものの年代が１７ka 頃であることか
ら，津屋が考えたこの時間間隙は約３０００年間となる（山
元・他，２００５）．
これに対し，町田（１９６４，１９７７）は山麓全域の調査から

津屋の設定した新富士火山と古富士火山の活動の静穏期と
した時期には東麓で多量の降下テフラ（古期富士テフラ群）
が堆積していることからこの時間間隙は静穏期を意味しな
いとし，富士火山を古富士，新富士の２火山に区分するこ
とをせず古期と新期に区分した．すなわち古期富士テフラ
群の堆積が終了するまでの時期を古期富士火山�期，これ
に続く溶岩を多量に噴出する時期（津屋の新富士火山旧期
溶岩の噴出時期）を古期富士火山�期，厚い土壌層（富士
黒土層：FB）の形成時期を活動の静穏期とし，FBを覆う
降下テフラや溶岩の噴出期を新期富士火山の活動期とし
た．
山元・他（２００５）は基本的に町田のこの活動期の区分を

支持した上で，津屋の新富士火山旧期溶岩の噴出期を１７
～８ka（１５，０００～６，０００cal BC）頃，町田の古期富士テフ
ラ群の噴出が終了する時期，すなわち上杉（１９９０）のY‐１４１
テフラの最上部の年代を１０ka（８，０００cal BC）頃，FBの
形成時期を１０～５．６ka（８，０００～３，６００cal BC）頃，津屋の
新富士火山中期溶岩の噴出期を５．６～３．７ka（３，６００～１，７００
cal BC）頃とした．すなわち１７～１０ka の間は津屋の旧期
溶岩と町田の古期富士テフラの噴出が同時に発生していた
ことになる．このように旧期溶岩と古期富士テフラが同時
期に噴出する点はすでに上杉（１９９０）により指摘されてき
た．ただし，旧期溶岩と大部分の古期富士テフラとの直接
の層位関係はほとんど確認できない．これは古期富士テフ
ラが厚く堆積している東麓には，東斜面に存在した古富士
火山の山体に遮られ，旧期溶岩が堆積していないためであ
る（宮地・他，２００４）．
津屋（１９７１）は古富士火山の溶岩は比較的大きなカンラ

ン石を含み，新富士火山の溶岩には粗粒な斜長石の斑晶を
含むとして両者を区分した．旧期溶岩の中でも最初期の大
淵溶岩の年代は１７ka 頃（１５，０００cal BC）と考えられてお
り（山元・他，２００５），この溶岩は津屋の新富士火山の溶岩
の岩石学的特徴を有する（富樫・他，１９９１）．ただし，同じ
旧期溶岩でも初期に噴出した白糸溶岩�やこれとほぼ同時
代の猪之頭溶岩�のように古富士火山の溶岩と同様の岩石
学的特徴を有するものもある（山本・他，２００４）．これに対

し１１ka 頃（９，７００cal BC）の三島溶岩（山元・他，２００５）
以降の旧期溶岩はいずれも津屋の新富士火山の溶岩の特徴
を有する（富樫・他，１９９１；山本・他，２００４）．
一方，降下テフラ，溶岩，泥流堆積物中のレキの岩石化

学的性質はY１３０テフラ（上杉・他，１９８０）が噴出した１８
ka 頃を境に変化するため，１８ka 以前は古富士系マグマ，そ
れ以降は新富士系マグマの噴火期とされる（富樫・
他，１９９７；高橋・他，２００３）．これは２０～３０ka 頃から始ま
ったマグマの蓄積により巨大なマグマ溜が形成され，古富
士系とは異なる新たなマグマが形成され，１８ka 以降，新富
士系のマグマとして噴出したためと考えられている（富
樫・他，１９９１）．また，噴火様式としては１７ka 頃から新富
士系のマグマが多量の溶岩（津屋の旧期溶岩）として流出
し始めたと考えられる（富樫・他，１９９１，１９９７；高橋・
他，２００３）．津屋の古富士火山と新富士火山の設定を認め，
古富士系のテフラや溶岩の噴出の終了をもって古富士火山
の活動が終了したとすると，その年代は１１ka 頃となる．
一方，新富士系のマグマが多量の溶岩として噴出し始めた
時期をもって新富士火山の活動開始とするならば，１７ka 頃
以降となる．さらに，後述するように FBの形成後，富士
火山の活動が再活発化することから，５．６ka 頃以降を新富
士火山あるいは新期富士火山の活動期とする区分も可能で
ある．上杉（１９９８）は以上の実態を踏まえ，多量の溶岩を
噴出する新富士火山と降下テフラを噴出する古富士火山が
共存する時期が存在したとして，古富士系テフラであるY
‐１３７から新富士系テフラである S‐０‐６までの時期（１４～
６．２ka）を古富士・新富士交代期とした．
このように，富士火山の区分については様々な考え方が

あるものの，１８ka 以降マグマの性質が変化し，１７ka 以降，
これらのマグマが多量の溶岩として噴出し始めたことを考
えると，マグマの性質や噴火様式の変化をもとに新富士火
山と古富士火山を設定することは妥当と思われる．そこで
本論では１００～１１ka までの爆発的な火山活動が継続した
時期を古富士火山の活動期，新富士火山系のマグマが多量
の溶岩として噴出を開始した１７ka 以降現在までを新富士
火山の活動時期とし，１７～１１ka は両火山が共存した時期と
する．

３． 新富士火山の噴火史
１） 活動期の区分
上記の知見に基づき新富士火山の活動期をステージ１

～５の５時期に区分する．宮地（１９８８）は噴火様式の相違
に基づき，１１～８ka，８～４．５ka，４．５～３ka，３～２ka，２ka
～２４３yBP，２４３yBP の６時期に区分した．基本的に本論も
この区分を踏襲するものの，新たな年代値が多数得られた
りしたことから，活動時期を再設定する．このうち，新富
士火山の初期に大量の旧期溶岩が噴出した時期は暦年校正
年代値が増加したことから１１～８ka から１７～８ka（ステ
ージ１）に変更する．ただし，最初期に噴出した旧期溶岩
の暦年補正年代値は測定数が少なく，今後年代値が蓄積さ
れれば１７ka は変更される可能性がある．これに続く活動
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図１ 新富士火山，過去１．１万年間における５つの活動期ごとの噴出物の分布．
主要な降下テフラについては１６cmの等層厚線を示した．AKT：赤塚スコリア，ASK：浅木塚スコリア，FTT：二ッ塚スコリア，
Goda：御殿場岩屑なだれ堆積物，Ho：宝永スコリア，KHK：氷池・白大竜王スコリア，KNS：カンス山スコリア，NFT：西二ッ塚
スコリア，NGO：長尾山スコリア，OBC：大淵スコリア，Om：大室スコリア，Os：大沢スコリア，RI：赤色スコリア�（S‐５），RII：
赤色スコリア�（S‐６），SJK：桟敷山スコリア，SWR：サワラ山スコリア，TIG：天神・伊賀殿山スコリア，Yu‐２：湯船第２スコ
リア，Zu：砂沢スコリア．
Fig．１． Distribution of products of Younger Fuji Volcano in five stages during the last１１，０００years．
１６cm contour lines are shown for each tephra．AKT: Akatsuka scoria，ASK: Asakizuka scoria，FTT: Futatsuzuka scoria，Goda: Gotemba
debris avalanche deposit，Ho: Hoei scoria，KHK: Kori‐ike‐Hakudairyuo scoria，KNS: Kansuyama scoria，NFT: Nishi‐Futatsuzuka scoria，
NGO: Nagaoyama scoria，OBC: Obuchi scoria，Om: Omuro scoria，Os:Osawa scoria，RI: Red scoria I，RII: Red scoria II，SJK: Sajikiyama
scoria，SWR: Sawarayama scoria，TIG: Tenjin‐Igatonoyama scoria，Yu‐２：Yubune second scoria，Zu: Zunasawa scoria．
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静穏期～小規模噴火期も同様の理由から８～４．５ka から８
～５．６ka（ステージ２）に変更する．さらに，同様に，爆
発的噴火および中規模溶岩の噴出期を４．５～３ka から５．６
～３．５ka（ステージ３）とし，山頂噴火期を３～２ka から
３．５～２．２ka（ステージ４）にそれぞれ変更する．また，宮
地（１９８８）は１７０７年噴火（２４３yBP）が２．２ka 以 降，唯
一の大規模噴火期であると考え，この噴火年代のみを独立
させ２ka～２４３yBP，２４３yBP の２時期を設定したが，後述
の通り８６４年噴火は大規模噴火であることが判明したた
め，２．２ka 以降現在までを１時期（ステージ５）にまとめ
る．以下に各ステージの特徴を詳述する（Fig．１）．

２） ステージ１（１７，０００～８，０００cal BP）：山頂・山腹
火口からの大量の溶岩噴出期

旧期溶岩の噴出は１７ka から８ka まで続き（山元・
他，２００５），富士山の東麓を除く山麓に広く流下した．この
うち１７～１１ka の溶岩としては，年代や層位から南西麓の
大淵溶岩や大宮溶岩，北東麓でY１３７テフラに覆われ１３
～１４ka と推定されている梨ヶ原溶岩（上杉，１９９８）などが
考えられる．このうち，大淵溶岩は１７ka の年代値が得ら
れた富士川河口に露出する溶岩（水神タイプ）と富士市大
淵地区に広く分布する溶岩（大淵タイプ）とは岩質などが
異なることから，別の溶岩流である可能性が高いと指摘さ
れている（山本・他，２００３）．このため大淵溶岩の大半は１７ka
よりも新しい溶岩である可能性もあり，１７～１１ka の溶岩が
どのようなものであったか，その実態は明らかではない．
１１ka 以降に限ると１１～９ka に噴出した溶岩は富樫・他

（１９９１）の前期相にあたり，後述するようにやや未分化な
大～中規模なものが多い．このうち１１ka（９，７００cal BC）
頃に噴出した三島溶岩はパホイホイ溶岩で１枚の溶岩の厚
さは１m程度と薄いものの，総噴出量は約４km３と富士火
山の中でも最大規模である．なお，本論では富士山ハザー
ドマップ検討委員会（２００４）を参考に，噴出量が０．２km３

以上の噴火を大規模，０．２～０．０２km３を中規模，０．０２km３以
下を小規模と呼ぶ．また，噴出量はいずれも岩石密度換算
値（DRE）で示す．
これに対し，９～８ka に噴出した溶岩は富樫・他（１９９１）

の後期相にあたり，やや分化したアア状溶岩が多く，粘性
が高まった可能性がある．一回の噴火で噴出した溶岩の平
均噴出量は中～小規模なものが多く１１～９ka に比べ小さ
い．このように比較的規模の大きな溶岩の流出は８ka
（６，０００cal BC）頃の犬涼溶岩（山元・他，２００５）まで続い
た．
旧期溶岩には西麓の横手沢溶岩�，富士見橋溶岩�，猪

之頭溶岩�，�や南西麓の曾比奈溶岩�などの無斑晶質溶
岩がある（津屋，１９７１；山本・他，２００３）．このうち南西麓
の曾比奈溶岩�の噴出年代は１０ka（８，２００cal BC）頃（山
元・他，２００５）ではあるものの，これらの溶岩の噴出年代
は同一ではないとされている（山本・他，２００３）．溶岩の多
くは FeO＊／MgOは２．０～２．８と比較的分化が進んだものが
多い．このため新富士火山系の旧期溶岩は分化した巨大な

マグマ溜り（富樫・他，１９９７）が繰り返し形成され，そこ
から無斑晶質溶岩が噴出したことが考えられる．
旧期溶岩は古富士火山の火山泥流が作った火山麓扇状地

を覆い富士山の裾野を拡大するのに寄与した．これまで複
数の機関により富士山の標高７００～１，２５０mで行われたボ
ーリング資料によれば，富士山南東麓の標高７００mの大
淵では地表から最も厚く見積もって２８０mまでが新富士
火山の噴出物であり，このうちの旧期溶岩の層厚は１５７m
ないし２８０mであった（Tsuya，１９６２）．南斜面の標高１，０６０
mの吉原では地表から１７９mまでが新富士火山の噴出物
で，このうちの旧期溶岩の層厚は約１７０m（宮地・他，１９９８），
南西斜面の標高９２２m（GSJ‐FJM‐１）では地表から約１４０
mまでが新富士火山の噴出物でこのうちの旧期溶岩の層
厚は約１２０m（山元・他，２００５）あった．さらに，西斜面
の標高７５０mの広見では地表から５８mまでが新富士火山
の噴出物で，このうちの旧期溶岩の層厚は約４５m（宮地・
他，２００１）であった．北西麓の標高１，２５０mの鳴沢では地
表から１９６mまで新富士火山の噴出物で，旧期溶岩の層
厚は３６～１００m（宮地・他，１９９５）である．また，小御岳
火山の北側にあたる北東斜面の標高１，４００～１，７２０mのボ
ーリング（FJ‐１～３）では旧期溶岩の層厚は１０m以下と
薄い（吉本・他，２００４）．
これらのことから，富士山麓における旧期溶岩の層厚は

５０～２００m程度と推定され，北西側および南西～南東側で
比較的旧期溶岩の層厚は大きい傾向がある．このような溶
岩の分布から円錐形の山体の山頂火口から溶岩が均一に周
辺に流下したとは考えにくい．むしろ旧期溶岩を噴出した
のは山頂部を含む北西～南東方向および南西または南方向
に卓越して割れ目火口であったことが考えられる．また，
富士火山の北側では小御岳火山の高まりが障壁となり溶岩
の流下が進まなかったと思われる．
この時期の後半または末期には複数の側火山群が活動し

た．７，２００cal BP の鬼界アカホヤ火山灰（K‐Ah）に覆われ
る南西麓の桧塚，南麓の西臼塚，北高鉢山火口，南東麓の
黒塚，北西麓の永山，二ツ山，サワラ山，北東麓の大臼，
小臼がこれにあたる（高田・他，２００４）．
これらの側火山や山頂火口からは小規模なテフラが断続

的に噴出した．南東斜面の幕岩では三島溶岩からK‐Ah ま
での間に I‐１～９の９層の，東麓では FB基底からK‐Ah ま
での間に S‐０‐１～S‐０‐５の５層のテフラ層が確認できる．
これらのテフラの層厚は概ね１０cm以下と薄い（宮地，
１９８８）．このことは旧期溶岩の噴出時にも小規模な爆発的
噴火が発生していたことを示す．

３） ステージ２（８，０００～５，６００cal BP）：山頂火口か
らの小規模な間歇的噴火と土壌層の形成期

大規模な溶岩の噴出が終了した後，富士火山では間欠的
に小規模なテフラを噴出した（宮地，１９８８）ものの，その
活動は低調であった．この時期，東麓には S‐０‐６～S‐４の
合計６層のテフラ層が堆積した（上杉・木越，１９８６）．これ
ら６層のテフラ層は分布から山頂火口起源と推定されるも
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ののいずれも小規模で，火口から１６～１７km東方では大
半のテフラ層を追跡することができない．また，山麓部で
は腐植質の黒ボク土である FBの形成が続いた．FBは旧
期溶岩が分布しない東麓では遅くとも１０ka（８，０００cal
BC）頃からは形成が始まっていた（山元・他，２００５）．K‐
Ah から後述するR‐�までの間でテフラ層を除く土壌層の
層厚は，山頂火口の南東方向７kmの太郎坊で９０cm，東
方１３kmの須走で１４０cm，東方１５kmの本村で１１０cm，東
方２０kmの湯船原で１１０cm，東北東方向１９kmの平野で
１００cmと大きく変化しない．このことから FBを構成する
土壌層は一旦，堆積した火山灰が巻き上げられ二次的に堆
積したものを母材とすることを示唆する．

４） ステージ３（５，６００～３，５００cal BP）：山頂火口，側
火口からの爆発的噴火と溶岩噴出期

５，６００cal BP 頃になるとそれまでの比較的静穏の活動か
ら一変し，比較的規模の大きな爆発的噴火や溶岩噴出の時
期に変化した．また，北西～南東斜面や一部や南西斜面で
の噴火活動が始まり多数の側火山群が形成された（山元・
他，２００５）．まず，５，６００cal BP（３，６００cal BC）頃の赤色ス
コリア�（R‐�，S５）や５，５００cal BP（３，５００cal BC）頃
の赤色スコリア�（R‐�，S６）などの中規模の降下テフ
ラを相次いで噴出し，次いで５，５００～３，５００cal BP 頃まで
の間は中～小規模のテフラである S７～９を間欠的に噴出
した（泉・他，１９７７；宮地，１９８８；山元・他，２００５）．この他
にも，４，２００cal BP（２，２００cal BC）頃には南麓に分布する
降下テフラである F２，F３スコリアを噴出した（小林・高
田，２００３；山元・他，２００５）．さらに，火砕サージや火砕流
も噴出し，南東から南西斜面に分布する４，８００～４，４００cal
BP（２，８００～２，４００cal BC）頃の３層の火砕サージ堆積物

いわどい

や４，５００cal BP 頃の岩樋火砕流堆積物（田島・他，２００６）を
噴出した．
この時期は火砕物だけでなく中期溶岩（津屋，１９６８）と

呼ばれる層厚は１０～２０m程度の輝石カンラン石玄武岩よ
りなる中規模の塊状やアア溶岩を山頂火口や側火口から繰
り返し噴出した．例えば５，４００cal BP（３，４００cal BC）頃
には南西麓の天母山溶岩（山元・他，２００５），４，１００cal BP
（２，１００cal BC）頃には西斜面の滑川溶岩，３，７００～４，０００cal
BP（１，７００～２，０００cal BC）頃には南斜面の日本ランド溶
岩，３，５００cal BP 頃には南西斜面の岩樋 e溶岩（田島・
他，２００６）を，それぞれ山頂および北西～南東方向の側火
山群から噴出した．ボーリング資料によれば，これらの中
期溶岩全体の厚さは，例えば複数の中期溶岩が重なる北西
斜面の鳴沢では８８m以上であった（宮地・他，１９９５）．
中期溶岩は山体を高めるのに寄与した．このことは西側

斜面の大沢崩れの断面にみられる大沢溶岩より明らかであ
る．ここでは２０層以上の大沢溶岩が積層し，その全層厚
は１００m以上に及ぶ．西斜面で特に厚い中期溶岩が堆積
したのは古富士火山の田貫湖岩屑なだれ（山元・他，２００５）
を発生させた山体崩壊により形成された崩壊地形を溶岩が
埋め立てたためと思われる．この時期に山頂火口から噴出

した溶岩の多くは大沢溶岩として西麓に流下した可能性が
高い．大沢溶岩は崩壊地を埋め立てた後さらに堆積を続け
た．現在の富士山の山頂部には中期溶岩の一部が分布して
おり（石塚・他，２００２）この時期には現在とほぼ同じ規模
の山体が完成した．西側の急斜面に堆積した中期溶岩の一
部は崩落して岩屑となり，これが降雨時にラハールとなり
西側山麓に堆積し，上井出扇状地とよばれる大規模な火山
麓扇状地の原型を形成した（田島・他，２００６）．
この時期に活動した側火山としてはこの時期の前半に活

動し７，２００cal BP の K‐Ah よりも新しい平塚，東臼塚，塒
塚，西剣，丸山，弓射塚や，後半に活動し後述する３．１ka
のカワゴ平軽石に覆われる腰切塚，西幸助丸，八軒山，北
西御庭，戸嶺，臼山，鹿の頭，北西弓射塚，東剣がある（高
田・他，２００４）．

５） ステージ４（３，５００～２，２００cal BP）：山頂火口か
らの爆発的噴火期

� 大規模な降下テフラや火砕流の噴出（３，５００～３，３００
cal BP）

３，５００cal BP 以降，富士火山は再び爆発的噴火が顕著と
なり湯船第１スコリアと総称される S１０，S１１の２層のス
コリアの噴出に続き，大沢スコリア（Os），大室スコリア
（Om），砂沢スコリア（Zu）など（泉・他，１９７７）の大～
中規模テフラが連続して噴出した．また，この間に大沢火
砕流２などの比較的小規模な火砕流も噴出した．
大沢火砕流２（Osfl‐２）は西斜面の大沢崩れの周辺に分

布する火砕流堆積物で（町田，１９７７），SYP１とも呼ばれ山
頂火口から３，５００cal BP（１，５００cal BC）頃に噴出したと
推定されている（Yamamoto et al,２００５）．本層は最下部に
多数の炭化した小枝を含む火砕サージを伴い，その上位に
は直径数１０cm長さ１m程度の炭化木を含む．基質はやや
緻密なスコリアからなり中期溶岩や黒色のガラス質岩塊を
含む．本火砕流は山頂部での爆発的噴火に伴い火口周辺に
落下したスコリアが，急斜面に定置できずになだれ落ち火
砕流として流下したと考えられている（Yamamoto et al,

２００５）
S１０，S１１はともに山頂火口付近から噴出し東麓から箱

根カルデラ内にかけて顕著に分布し，S１０は仙石スコリ
アとも呼ばれる（町田，１９６４）．両テフラとも比較的緻密な
スコリアを主とし，黄灰色の変質岩片を含む．S１０は新
鮮な灰色岩片を多数含むことから山頂部で新たな火口が開
いたのかもしれない．S１０と S１１の間には伊豆の天城火
山から３．１ka に噴出した（嶋田，２０００）カワゴ平軽石（KwP）
が認められる．S１０とOsfl‐２（SYP１）はいずれもKwP
の直下に位置し含有するスコリアの形態が類似しているこ
と，S１０の上部の降下ユニット中には火砕流の灰かぐら
に由来すると思われる細粒な火山灰層が挟在することか
ら，両者は一連の噴火の噴出物である（山元・他，２００５）と
の指摘もある．
大沢スコリア（Os）は山頂火口付近から噴出し西麓に

広く分布する降下スコリアである（町田，１９７７）．Osは緻

過去１万年間の富士火山の噴火史と噴出率，噴火規模の推移
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図２ 富士山東麓の御殿場岩屑なだれ堆積物（Goda）と御殿場泥流堆積物（Gomf）の分布図および等層厚線図．単位m．宮地・他（２００４）
を編集．
Fig．２． Distribution of Gotemba debris avalanche deposit（Goda）and Gotemba mud flow deposit（Gomf）at eastern foot of Fuji volcano，and
isopachmap of these deposits．unit in m．Compiled from Miyaji et al．（２００４）．

密なスコリアからなる降下単位が細かく成層しており，赤
色スコリアや変質した黄灰色スコリアを多数含む．本層は
富士火山のテフラの中では珍しく，分布から噴出源と推定
される山頂火口から西側に拡散し，その一部は富士火山か
ら約１２０km南西の浜松市内の遺跡からも確認されている
（加藤，１９７９）．カワゴ平軽石の直上に堆積していることか
ら S１０と近接した時期の噴出物と考えられる．
大室スコリア（Om，S１２’）は３，３００cal BP（１，３００cal BC）

頃に富士火山最大の側火山である北西斜面の大室山より噴
出したテフラで，富士火山の北麓に広く分布する（町
田，１９７７；泉・他，１９７７；山元・他，２００５）．本テフラは気泡
に富むスコリアが細かく成層していることから比較的規模
の大きな噴火が断続的に継続したと考えられる．大室スコ
リアは大室山のみではなく同時期に活動した片蓋山からも
噴出した可能性も指摘されている（鈴木・他，２００４）．
Omを覆う砂沢スコリア（Zu，S１３）も３，３００cal BP（１，３００

cal BC）頃に南東斜面の現在の宝永火口付近に存在したと
思われる側火口から噴出したテフラで，富士火山の東麓の
広範囲に分布する（町田，１９６４；泉・他，１９７７；宮地，１９８８；
山元・他，２００５）．大きくは９つの部層からなり上半分はや
や細粒で比較的気泡に富むスコリアを主とし，下半部はや
や粗粒で緻密なスコリアからなる（荒井・小山，１９９６）．ま
た，最下部の部層には SiO２が７０wt％に達するデイサイト
質軽石や縞状軽石を含む（藤井・他，２００２）．このような噴
出地点や岩相上の特徴は後述する１７０７年噴火の際に噴出
した宝永スコリアと類似する．

この時期はOsfl‐２（SYP１）の他にも山体の北東斜面や
西斜面で火砕流が発生した．上杉（１９９８）は北東斜面には
S１１の直上に火砕流堆積物が存在し，これが下流側では
土石流（梨ヶ原土石流）となり北東山麓に広く覆う，として
いる．また，西斜面では大沢スコリアとその上位の大室スコ
リアとの間には SYP２とよばれる３．３ka 頃の火砕流堆積
物が，またこの SYP２のラハール堆積物を覆い SYP３と
呼ばれる３．０ka 頃の火砕流堆積物が存在する（Yamamoto
et al，２００５）．

� 御殿場岩屑なだれ（２，９００cal BP）
富士火山東麓には御殿場岩屑なだれ堆積物（Goda）と

よばれる山体崩壊堆積物と，その後発生した泥流堆積物よ
りなる御殿場泥流堆積物（Gomf）が分布する（町田・
他，１９８４；宮地・他，２００４）．このうちGoda は標高５００～
１，０００mの地域の表層部に露出し，分布面積が５３km２，体
積が１．０５km３と見積もられる．Gomf はこれよりも東側の
標高５００m以下の地域でGoda を覆い分布する．Goda は
直下の S‐１４などの降下テフラをはじめとする下位層を大
きく削剥し，直上のGomf により削剥されていることが多
い．岩屑なだれ基質に含まれる生木試料より２，９００cal BP
（９４０～８９０cal BC）頃という年代が得られている（宮地・
他，２００４）．Goda は５つの堆積面からなり各ユニット上に
は普通，直径２０～３０m，高さ５m前後の流れ山が多数認
められ，流れ山地形はしばしば各ユニットの伸長方向に沿
って直線状に配列する．
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Goda は直径数１０cmから数mの大きさの岩屑なだれ岩
塊と，これらの岩塊が流下中に破断，粉砕され混合してで
きた礫ないし火山灰サイズの岩屑なだれ基質からなる．
Goda の岩屑なだれ岩塊の多くはジグソー構造を示し，小
規模な正断層が観察できる場合もある．また，一部の流れ
山では長さ２～３mのブロックが流れの下流側に傾斜し
て折り重なるように堆積した逆覆瓦状構造もみられる．ボ
ーリング資料や表層地質調査に基づき復元した等層厚線図

み ど の

によれば，御殿場市滝ヶ原～水土野付近では，Goda の層
厚は３０m以上である（Fig．２）．
Gomf は基質が褐色の風化火山灰質ないしシルト質で角

～亜角レキを含む泥流相（Gomf‐m）と，シルトや粘土に
乏しく砂礫質で角～亜角レキを含み層理が発達する河成相
（Gomf‐f）に大別される（Fig．２）．普通，Gomf‐mは Goda
と斜交関係で接し，岩屑なだれ岩塊はばらばらにほぐれ互
いに混合し，ほとんど残存しておらず，生木の木片を含む
場合がある．岩相の側方変化が激しくGomf‐f とはしばし
ば同時異相となる．Gomf‐f は現河川沿いで顕著に認めら
れ，最大層厚は板妻付近で４８mに達する（Fig．２）．

さかわ

Gomf‐f は富士火山東麓から相模平野に流れる酒匂川や
沼津平野に流れる黄瀬川沿いに分布し，下流側では基質の
細粒部分が洗い流されて，粗大な河床礫を取り込み完全な
河成堆積物となる．酒匂川沿いに分布する山北火山砂礫層
（鈴木，１９６３）や黄瀬川沿いの黄瀬川扇状地堆積物（高
橋，１９８０；高木，１９８１）ないし黄瀬川扇状地砂礫層（松
原，１９８４）はGomf に対比にされており（町田，１９６４；米

澤，１９８６），これらはいずれもGomf‐f に相当する．Gomf‐f
は足柄平野の北部では４０mの層厚を有する（山崎，１９９４）．
御殿場岩屑なだれ堆積物中の岩屑なだれ岩塊は主とし

て，タイプ a：新鮮で多孔質な灰色のカンラン石玄武岩な
いしは単斜輝石斜方輝石カンラン石玄武岩の溶岩，タイプ
b：新鮮だが一部変質した部分がある緻密な暗灰色のカン
ラン石玄武岩の溶岩，タイプ c：風化・変質した赤色のカ
ンラン石玄武岩質スコリア，タイプ d：変質した暗灰色の
含単斜輝石カンラン石玄武岩ないしカンラン石玄武岩の溶
岩，タイプ e：著しく変質して粘土化し黄白色を呈するテ
フラや単斜輝石カンラン石玄武岩ないしカンラン石玄武岩
の溶岩の５種類に大別できる．主要成分や微量成分などの
岩石化学的性質より，岩屑なだれ岩塊のうちタイプ aは新
富士火山の中期溶岩，タイプ b，cは２４ka 以降の古富士
火山末期の噴出物，タイプ d，eは２４ka 以前の古富士火
山の噴出物と推定される．
御殿場岩屑なだれはタイプ eの岩塊を主体とするブロッ

ク（グループG１），タイプ cの岩塊を主体とするブロッ
ク（グループG２），タイプ dの岩塊を主体とするブロッ
ク（グループG３）の３つのブロックが山麓側から山頂側
に連続して崩壊した結果，発生したと考えられる．崩壊を
引き起こしたすべり面は，御殿場岩屑なだれ堆積物の起源
となった堆積物のうち最下位に存在したタイプ d，e中に
形成されたと思われる．特にタイプ eは変質が進んでいる
ことから脆弱であり，大きな地震動や水蒸気爆発により本
層中にすべり面が形成されたと思われる（Fig．３）．

図３ 御殿場岩屑なだれ発生前の富士火山の模式断面．宮地・他（２００４）．
Fig．３． Schematic section of Fuji volcano before the Gotemba debris avalanche after Miyaji et al.（２００４）．
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Goda をもたらした山体崩壊時の古富士火山の形状は明
らかではないが，古富士火山活動末期に発生した複数回の
山体崩壊の際に崩れ残って高まりとなった部分が存在して
いた可能性が高い．富士火山の東斜面では少なくとも２４
～２０ka と１５～１４ka の２回，山体崩壊を起こしたと考え
られる（上杉・他，１９９２）．Goda には２４ka ないしそれ以
前の噴出物が含まれていることから，Goda を形成した崩
壊の際にはこれら２回の崩壊では崩れなかった東斜面の古
富士火山山体の一部が崩壊したと考えられる．
御殿場岩屑なだれ堆積物は直下の地層を削剥しているこ

とが多いこともあり，山体崩壊に伴うマグマ噴火の堆積物
やブラスト堆積物（吉本・宇井，１９９８）は確認できない．た
だし，岩屑なだれ堆積物の到達していない尾根部でも S‐１３
～１５’の間にブラスト堆積物や御殿場岩屑なだれに随伴す
ると思われる降下テフラ層が確認できなかったことから，
崩壊への本質物質の関与はない，ないしほとんどないと思
われる．
本岩屑なだれ堆積物中やそれ以前のOsや S１０，S１１に

は変質した岩片が多数含まれていることから３ka ころの
噴気，熱水活動の活発化に伴い，山体の熱水変質が進んだ
ことが考えられる．このような熱水変質により山体は脆弱
化していたと思われ，大規模な地震ないし水蒸気爆発が引
き金となり山体崩壊が発生した可能性が高い．富士火山西
方の富士川断層は３ka 頃に活動しており，この活動が富
士火山の山体崩壊を引き起こしたことは十分考えられる
（山元・他，２００２）．山体崩壊後，崩壊物の一部は直接河川
に流入し泥流堆積物（Gomf‐m）や河成堆積物（Gomf‐f）
に移化した．その後も降雨に伴いGoda は侵食され，崩壊
発生から２００～３００年間は二次泥流の発生が続いたと思わ
れる．

� 山頂火口からの火砕物噴火（２，９００～２，２００cal BP）
山体崩壊後，山頂火口からは S１５～２２（泉・他，１９７７；

宮地，１９８８）といった少なくとも１７層の大～中規模の降下
テフラが頻繁に噴出した．このうち２，２００cal BP（３００cal
BC）頃に噴出した S２２は湯船第２スコリア（Yu‐２）とも
呼ばれ，山頂火口で発生した最後のマグマ噴火の噴出物で
ある．火口近傍に落下したテフラは高温で急速に堆積した
ため強溶結し，富士山頂最上層溶岩（津屋，１９６８）と呼ば
れた．特に堆積量が多かった山頂部の東側斜面では急斜面
上での重力的不安定により溶結した火砕物が火砕成溶岩と
して二次流動し，少なくとも標高３，０００m付近までは流下
した（安井・他，２００３）．山頂部では溶結したYu‐２を覆い
直径数１０cm～１mの表面が白色の岩塊が分布する．これ
らの岩塊はYu‐２噴火期最末期に火口部の溶岩がドレイン
バックする際に発生した水蒸気爆発により溶岩表面のクラ
ストの破片が放出されたものと考えられている（尾関・
他，２００２）．
この時期には降下テフラだけでなく火砕流も発生した．

西斜面では２．７ka 頃の SYP４とよばれる火砕流堆積物が
（Yamamoto et al，２００５），北東斜面でも暦年未補正で２．５ka

頃の S‐１５’とよばれる火砕流堆積物が認められている（上
杉，１９９８）．山頂火口の東南東約１３kmにあたる標高７００m
の御殿場市滝ヶ原の小山川調整池では掘削時に御殿場岩屑
なだれ堆積物（Goda）とその二次泥流である御殿場泥流
堆積物（Gomf）が出現した．Goda や Gomf は S１５，溶岩，
S１７などに覆われる．S１５は所々深さ１m程度の小規模
な谷に削られ，その小谷を直径５cm～数mmの炭化した
材片や小枝を含む最大層厚２０cm程度の砂質な火砕サージ
堆積物が埋め，これを溶岩が覆う．この炭化木片の年代は
２，４２５±３０years BP（cal BC６００‐４００，PLD‐３９０６）で あ っ
た．なお，溶岩は内部に多数の溶結スコリアを認めること
ができることから，降下スコリアが定置後に二次流動した
火砕成溶岩と考えられる（Fig．４）．火砕サージと溶岩流基
底のクリンカとの間に侵食構造やラハール堆積物など時間
間隙を示す証拠はないものの，一連の噴火活動に伴うもの
であるか否かは明らかではない．この他，上杉（１９９８）は
北東斜面で S１８’スコリア層の直上にも火砕流堆積物が存
在するとしている．ただし，これらの火砕流または火砕サ
ージ堆積物の分布域は限定されており，いずれも小規模と
考えられる．
東側斜面では従来，火砕流や火砕サージ堆積物は発見さ

れていなかったが，上記のように御殿場市滝ヶ原の低標高
の地点で２．５ka 頃の小規模な火砕流堆積物が確認され
た．２．９ka に御殿場岩屑なだれが発生するまでは火山体の
東側に古富士火山の高まりがあり，東側斜面には火砕流や
火砕サージは堆積し難かった．ところが山体崩壊により東
側斜面に滑落崖を持つ崩壊地形が形成されると，山頂噴火
に伴い東側斜面に落下した降下テフラの一部は斜面に定置
できずに火砕流となり，崩壊地形の中を流下し山麓まで達
したと思われる．また，山頂部に高温状態で堆積し溶結し
たテフラも二次流動して火砕流と同様，崩壊地形の中を流
下し山麓に達したと思われる．
この時期に活動した側火山には Zu を覆い S１８に覆われ

る大平山，桟敷山，浅黄塚，高山などがあるものの，その
数は少ない．

６） ステージ５（２，２００cal BP～現在）：側火山，側火
口からの小・中規模噴火期

� ９世紀以前（２，２００cal BP～AD８００）
２．２ka 頃に Yu‐２を噴出したのを最後に富士火山の山頂
火口では本格的なマグマ噴火は発生しておらず，それ以降
は北西～南東斜面および北東斜面での側火山群の活動が続
いている．富士山の噴火の様子が具体的に記述されるよう
になった８世紀後半から現在に至るまでの間に，西暦７８１
年噴火や９世紀以降の９回の噴火など，少なくとも１０回
の噴火活動が存在したと考えられる（小山，１９９８a）．ただ
し，これらの歴史時代の噴火の噴出物については，放射性
炭素年代のみでは正確な年代を決定することが困難であっ
たため，１７０７年（宝永）噴火や８６４年（貞観）噴火の噴出
物など噴出物の分布と史料の記述との対応関係が明らかな
ものしかその噴出年代は特定されていない．

宮地直道
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一方，近年，富士山麓の各地で神津島８３８年噴火の神津
島天上山テフラ（Kt：吉田，１９９６）が発見され，このテフ
ラとの層位関係から富士火山の歴史時代の噴火実態に関す
る研究が進んだ（小林・他，２００５；高田・他，２００５）．この
ため，放射性炭素年代値とKt との層位関係から歴史時代
の噴出物の噴火年代を９世紀を境に大別することができ
る．そこで，便宜的にここでは２，２００cal BP から現在まで
を９世紀以前と９世紀以降に区分して論じる．
２，２００cal BP 頃以降，９世紀（１，２００cal BP）までは小規
模な溶岩や降下テフラの噴出が間歇的に続き，特にこれま
で顕著な噴火活動がみられなかった北東斜面での噴火活動
が活発化した．１，７００～１，３００cal BP（３００～７００cal AD）頃
には北東斜面に複数の火口が形成され，ここから S‐２４‐１
～５（上杉・他，１９８０）が噴出するとともに，高標高の北東
斜面上に一旦堆積した火砕物が重力的に不安定になり崩壊
し，これに伴い滝沢火砕流B，A１～３，A'など８回の火砕
流が発生した（Tajima et al．，２００３）．
北西～北斜面でも側火山や側火口の活動も活発であっ

た．１，２００cal BP（７１０～７７０cal AD）頃に形成された御庭・
奥庭火口列と呼ばれる標高３，４００～２，１００mまでと標高
３，０００m～１，５７０mまでの２列の火口列からは御庭・奥庭
第１，２溶岩が噴出した（津屋，１９７１；宮地，１９８８；山元・

他，２００５）．このうち奥庭第２溶岩はKt に覆われる（高田・
他，２００５）．また，標高約１，５００mの氷池・白大竜王火口と
呼ばれる２つの連続した火口から噴出した白大竜王・氷池
溶岩は奥庭第２溶岩の下位にあたり，その年代は１，３００～
１，０００cal BP（６１０～９６０cal AD）頃とされる（高田・他，
２００５）．ただし，津屋（１９７１）は奥庭第２溶岩が白大竜王・
氷池溶岩を覆うとしており，両者の層位関係についてはさ
らに検討が必要である．この他，標高１，０００m付近に分布
する雁穴溶岩の年代が１，４００cal BP（５５０cal AD）頃とさ
れ（高田・他，２００４），北東山麓に流下した檜丸尾第２溶岩
はKt に覆われる（高田・他，２００５）．
一方，この時期，南～南東斜面の側火山や側火口の活動

も活発であった．これらの火口からの噴出物うち比較的古
いものとしては２，１００cal BP（１６０cal BC）頃の小天狗溶
岩，２，０００cal BP（５０cal BC）頃の二ツ塚スコリア，１，５５０～
１，４００cal BP（３９０‐５５０cal AD）頃の印野溶岩，１，５００cal BP
（４６０cal AD）頃の青沢溶岩が挙げられる（高田・他，２００５；
山元・他，２００５）．このうち，印野溶岩は分布から二ツ塚か
ら噴出したとも考えられるが，二ツ塚スコリアと噴出年代
が大きく異なることから，両者が同一の噴火により形成さ
れたか否かについてはさらに検討を要する．南麓最大の側
火山である標高１，３００mのカンス山は１，２５０～１１５０cal BP

図４ 富士山東麓小山川調整池の工事現場に露出する２．５ka の火砕成溶岩と火砕サージ堆積物．
Fig．４． Clastogenic lava flow and pyroclastic surge deposit at２．５ka exposed at a construction site of the Oyamagawa sabo‐pond in the east-
ern foot of Fuji Volcano．
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（６８０‐７９０cal AD）頃に噴火し（山元・他，２００５），中規模
のカンス山溶岩を南方に流出するとともに（津屋，１９７１），
カンス山スコリアを東北東方向に拡散させた（宮地，１９８８）．
同テフラは火口から１５km東方の現在の御殿場市街地一
帯に分布する泥炭層（大沼藍沢湖成層）中でも確認できる
（宮地・鈴木，１９８６）．南斜面の北東高鉢山付近から噴出し
真南に飛散した大淵スコリアもKt に覆われ，７世紀の古墳
より古く（増島，１９７８；小林・他，２００５），カンス山とほぼ
同時期の噴出物と推定されている（高田・他，２００４）．

� ９世紀以降（AD８００～現代）
９世紀以降発生した噴火としては，少なくとも西暦８００
～８０２年，８６４～８６６年，９３７年，９９９年，１０３３年，１０８３年，１４３５
～１４３６年初頭，１５１１年，１７０７年の９回がある（小山，１９９８
a）．これらの噴火とその噴出物の特徴は以下の通りである．
８００～８０２年（延暦十九～二十一年）の噴火では北西斜
面および北東斜面より多数のテフラが噴出した．これによ
り古代の東海道は一時的に閉鎖された（小山，１９９８b）．北
東斜面では西小富士噴火割れ目より須走口スコリア a（Sb
‐a）が噴出し（小山，１９９８b），この火口付近から噴出した
鷹丸尾溶岩はそれまで道志川から忍野に流れていた桂川の
支流を完全に閉塞し，現在の山中湖が誕生した（遠藤・
他，１９９２）．なお，鷹丸尾溶岩はA～Dの４層に細分されて
おり（上杉・他，１９９５），上杉（２００３）は溶岩と考古遺物の
関係よりこのうちの鷹丸尾溶岩Aは１１～１２世紀以降のも
のである可能性を指摘している．
北西斜面上で隣接する天神山と伊賀殿山も８００～８０２年

噴火の際に誕生したと考えられてきた（小山，１９９８b）．と
ころが，これら両火山の噴出物はKt を覆い，かつ２cm程
度の風化火山灰層などが挟み８６４年噴火で噴出した氷穴溶
岩に覆われる（鈴木・他，２００４；小林・他，２００５）．このこ
とから，Kt が降灰した８３８年から８６４年の間に天神山と
伊賀殿山が活動した可能性が高い．従来，８０２年～８６４年噴
火の間に８３４～８４８年（承和年間），８５３年（仁寿三年），８５８
年（天安二年），８５９年（貞観元年）噴火などが存在した可
能性があるものの，記述内容が疑わしく噴火の存在は否定
されている（小山，１９９８b）．ただし，これらの噴火につい
てはさらに史料の再検討が必要である．
８６４～８６６年初頭（貞観六～七年）の噴火は２，２００cal BP
以降最大規模の噴火であった．貞観噴火は８６４年６月から
８６６年２月までの約２年間続き，この噴火で青木ヶ原溶岩
および氷穴溶岩（津屋，１９３８），または下り山・石塚・氷穴・
長尾山溶岩グループと呼ばれる総計１．２km３の溶岩が，山
体の北西山麓の氷穴－長尾山－石塚－下り山と呼ばれる総
延長６kmに及ぶ火口列から流出し，山麓のせの湖と呼ば
れる湖の大半を埋め尽くした（荒井・他，２００３；高橋・
他，２００５）．本栖湖に流入した青木ヶ原溶岩には表面に特有
の縞状構造が認められる．この構造は溶岩が湖水と接した
際に作られた亀裂が水中で段階的に開口した結果作られた
と考えられている（小幡・海野，１９９９）．また，溶岩の湖へ
の流入に伴い水蒸気爆発が発生して，精進湖では爆発によ

り飛散した枕状溶岩片や湖底堆積物が二次火口周辺に堤防
状の微地形を作った（宮地・他，２００６）．
９３７年（承平七年）の噴火では溶岩が北麓の御舟湖を埋
めた，とあり，この溶岩は北麓に流下した剣丸尾第１溶岩
に対比されると考えられている（小山，１９９８a）．剣丸尾第
１溶岩は北側斜面の剣丸尾火口から噴出したと考えられて
きた（津屋，１９６８）．９３７年噴火では富士火山の北側斜面の
標高１，８００～２，９００mにかけては総延長３．５kmの雁行す
る３列の割れ目火口列で発生した．このうち最も標高の高
い部分は剣丸尾火口，中央部が石楠花橋火口（鈴木・
他，２００１）とよばれ，最も北側の低標高の火口から噴出し
た剣丸尾第１溶岩は火口から１７km北東の現在の富士吉田
市街地まで達した（藤田・他，２００２）．石楠花火口からは東
方に向けて石楠花橋スコリアが噴出した（藤田・他，２００２）．
一方，年代，層位的に剣丸尾第１溶岩と同時期で，岩石学
的特徴が酷似する南斜面の不動沢溶岩もこの噴火で噴出し
たと考えられ，山頂を挟む南北同時噴火が発生したと思わ
れる（山元・他，２００５）．ただし，剣丸尾第１溶岩の噴出量
は０．０６km３であるのに対し，不動沢溶岩の噴出量は０．０１
km３程度と推定され，マグマの主体は山体の北側から噴出
したと思われる．
９９９年（長保元年）の噴火は噴火の規模や様子に関する
具体的な記述が無く，噴出物との対応関係は明らかではな
い．
１０３３年（長末五年）の噴火では溶岩が山麓に到達した
とする記述から，北側山麓に分布し剣丸尾第１溶岩を覆う
剣丸尾第２溶岩がこの時の溶岩と考えられる（小山，１９９８
a）．この噴火でも９３７年噴火と同様，南北同時噴火が発生
したと考えられている（山元・他，２００５）．このうち北側斜
面では標高２，１５０～３，４５０mにかけて総延長３kmの牛ヶ
窪火口とよばれる割れ目火口列で発生した．これと雁行し
標高２，０５０mに位置する小御岳風穴火口からは剣丸尾第２
溶岩が噴出し，火口から北東方向に約７km流下した（藤
田・他，２００２）．南側斜面では不動沢溶岩を噴出した火口と
ほぼ並行した割れ目火口から日沢溶岩が噴出した（山元・
他，２００５）．
１０８３年（永保三年）の噴火も噴火の詳細は明らかでは
ない．ただし，小山（１９９８a）はこの噴火に伴う鳴響（爆
発音）が京都にまで到達した可能性を指摘し，これにとも
なう爆発的噴火により南麓の I‐３１（宮地，１９８８），東麓の S
‐２４‐９または S‐２４‐１０（上杉・他，１９８７）が噴出した可能
性を指摘した．また，放射性炭素年代値のみから判断すると
南斜面の須山胎内溶岩（AD１０３０～１２３０：山元・他，２００５）
もこの時に噴出した可能性がある．
１４３５～１４３６年初頭（永享七年）や１５１１年（永正八年）
噴火についても噴火の詳細や噴出物との対応関係は明らか
ではない．ただし，永享七年の噴火では富士山に火炎が見
えて煙の記述が無いことから，溶岩流が流出した可能性が
高く，その候補として北側斜面の大流溶岩が考えられる（小
山，１９９８a）との指摘がある．また，永正八年の噴火では
富士吉田口登山道六合目付近に存在したと思われる鎌岩付
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近で噴火したらしい（小山，１９９８a）．
一方，１４３５～１４３６年または１５１１年噴火で噴出した可能

性のあるテフラが富士山東方の神奈川県内で発見されてい
る．神奈川県綾瀬市の宮久保遺跡では１７０７年噴火の宝永
スコリア層の下位で鎌倉期（１１８０～１３３３年）の文化層を
覆う土層中より宝永スコリアに類似した極めて発泡の悪い
黒色スコリア層が確認されている（神奈川県立歴史博物館，
國平建三氏私信）．また，宮久保遺跡の南方に位置する逗
子市の住吉城址でも，筆者らは現地調査の際に宝永スコリ
ア層より下位で鎌倉期と考えられる文化層を覆う土層中に
やはり宝永スコリアに類似した極めて発泡の悪い黒色スコ
リア層を確認した＊．これらのテフラは同一のものである
可能性が高く，その場合，１４３５年または１５１１年噴火に由
来するテフラかもしれない．
１７０７年（宝永四年）の噴火は富士火山の最新の噴火で
あり，噴出した降下テフラ（宝永スコリア）は南関東一円
を覆う新富士火山の中でも最大規模の爆発的噴火であっ
た．宝永噴火は１７０７年１２月１６日午前から１７０８年１月１
日の未明までの１６日間断続的に続き，この噴火で新たに
山体の南東斜面に開いた３つの宝永火口からはプリニー式
噴火により降下軽石と降下スコリアが総計０．７km３噴出し
た（Tsuya，１９５５；宮地，１９８４など）．宝永噴火はデイサイ
ト質と安山岩質に分化した低温のマグマに，下方から高温
の玄武岩質マグマが加わることにより発生したと考えられ

ている（Yoshimoto et al.,２００４など）．これにより，最初に
デイサイト質の軽石が，次いで安山岩質と玄武岩質のスコ
リアが相次いで噴出した．宝永噴火による直接の犠牲者は
記録に残されていないが，東麓では宝永スコリアが農地を
厚く覆ったり河川の氾濫が続いたりしたため，住民は飢餓
に苦しみ復旧に４０年以上を要した（小山町，１９９８など）．
９世紀以降の火山活動により噴出したことが明らかであ
るものの，その正確な噴出年代が明らかでないものが複数
存在する．Kt を覆う溶岩としては水ヶ塚檜丸尾溶岩，東
臼塚南溶岩，大淵丸尾溶岩などが挙げられる（小林・
他，２００５）．高田・他（２００５）によれば，南斜面に分布する
水ヶ塚檜丸尾溶岩は南ガラン塚の割れ目火口列（小林・高
田，２００３）から１，３００～１，０５０cal BP（６８０～８９０cal AD）頃
噴出した．また，同じく南斜面の東臼塚南溶岩は約２km
の割れ目火口から１，２００～１，０００cal BP（７２０～９６０cal AD）
頃噴出した．さらにこの割れ目火口の南西方向の標高
２，８５０～１，３７０mに約４kmの割れ目火口が開き，大淵丸尾
溶岩が１，２００～１，０００cal BP（７７０～９８０cal AD）に噴出し
東臼塚南溶岩を覆った．このうち大淵丸尾溶岩は噴火口の

＊住吉城址の報告書は未刊だが本内容の掲載については住
吉城址発掘調査団（団長田代郁夫氏）の許可をいただいた．
考古学的年代観については最終的には正式の報告書に拠
る．

図５ 新富士火山の過去１．１万年間における全噴出物の積
算噴出量．
Fig．５． Cumulative volume for total products erupted by
Younger Fuji Volcano during the last１１，０００years．
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位置が低標高で火口列末端の火口は集落の近傍に位置する
（富士山ハザードマップ検討委員会，２００４）．また，上記に
も挙げた I‐３１，S‐２４‐９・１０などのテフラも９世紀以降の噴
出物である可能性が高いもののその年代は明らかではな
い．今後，年代データや考古遺物との層位関係から，これ
らの噴出物の年代を決定する必要がある．
１７０７年噴火を最後に富士山では明確な噴火は確認され
ていないものの，地熱・噴気活動は最近まで続いていた．
山頂火口では小内院南東側と銀明水東側にはそれぞれ泥に
覆われた変質したスコリアを主体とし成層構造をなす砂礫
質の堆積物が分布する．これらの堆積物中には本質物質が
認められないことから水蒸気爆発の噴出物と考えられる
（尾関・他，２００２）．このような山頂部での水蒸気爆発がい
つ発生したかは明らかではないものの，Yu‐２を覆うこと
から２，２００cal BP より新しいことは明らかである．９世紀
の都良香は「本朝文粋」の中で山頂の火口底には池があり，
そこから水蒸気が立ち上っているとする記述を残してい
る．また，鎌倉時代の「海道記」より，つじ（１９９２）はこ
の文章が書かれた１２２３年４月には山頂に沸騰する火口湖
が存在したと推測した．これらのことから歴史時代に山頂
火口底に溜まった湖水がマグマの上昇などに伴い水蒸気爆
発を発生させた可能性が考えられる．
一方，宝永火口付近では地表の宝永スコリアの一部に昇

華物と思われる白色物質が付着しており，宝永噴火後しば
らくの間は宝永火口付近で噴気活動は継続した可能性が高
い．富士火山では宝永噴火直後の１７０８～１７０９年に鳴動や
降灰を伴う火山活動があった可能性も指摘されている（小
山，１９９８a）．
地熱異常や噴気活動は約１００年前の１９００年頃は顕著で，

その後，次第に低下したと思われる．例えば山頂部南東縁
の荒巻と呼ばれる地点や山頂部東縁の地温は少なくとも
１８９７年には約８０℃であったが，１９５７年には約５０℃まで
低下し，１９８２年には外気温と差異がなかった（気象庁観
測部，１９８３）．１８９７年より以前の地熱がどの程度であったか
は不明だが，１８５４年の安政東海地震をきっかけに荒巻の地
熱活動が開始された，との指摘もある（つじ，１９９２）．この
他，１９５７年の気象庁の調査では宝永火口内や東斜面の須走
口登山道の３合目や７合目でも噴気ないし地熱活動が確認
されている（諏訪，１９９２）．

４． 噴出率と噴火頻度の推移
１） 噴出率の推移
富士火山における過去１１，０００年間の噴出量の経時変化

を調べ，その結果をもとに噴出率の変化を求めた．噴出量
の経時変化は積算噴出量の経時変化図（階段ダイアグラム）
として示した．新富士火山の噴出量の階段ダイアグラムは
宮地（１９８８）や富士山ハザードマップ検討委員会（２００４）
により公表されているものの，噴出物の噴火年代に関する
データが不足していたこともあり，必ずしも詳細な経時変
化を示すものではなかった．そこで，地質図や噴出物の分
布図や等層厚線図をもとに作成された岩石密度換算の噴出

量のカタログ（国土庁，１９９１）やその後，関係機関により
得られた噴出量に関するデータをもとに，１１ka 以降噴出し
た１０１層の降下テフラ，１０層の火砕流堆積物，１３２層の溶岩
について最新の噴火年代値と層序関係から各噴出物の噴出
年代を推定し，これらのデータをもとに概ね１，０００年間隔
ないし歴史時代では噴火年代ごとに噴出量の総計をまと
め，階段ダイアグラムを作成した（Fig．５）．なお，歴史時
代の１０回の噴火については噴火年代が明らかであるため，
噴火年代の位置に棒状の線分として噴出量を示し，噴火年
代が特定できず年代幅でしか表現できない場合は年代幅の
うち最も新しい年代にその年代幅の期間に噴出した全ての
噴出物の積算噴出量を示して，年代幅の最も古い年代に示
された噴出量と線分で結び噴出量の推移を示した．
このうち旧期溶岩の噴出量の算定に際して，旧期溶岩に

は地表下に埋没しているものが多く，地表で観察できる溶
岩の噴出量だけで旧期溶岩の噴出量とみなすのは不十分で
あるため補正を行った．旧期溶岩が噴出した時期は年代測
定結果や地質層序より，１７．０～１１．０ka，１１．０～９．５ka，９．５～
８．５ka，８．５～８．０ka の４時期に区分できる．地表部で確認
できた，旧期溶岩の全噴出量は１７．５km３で，各時期の溶
岩の噴出量が旧期溶岩全体に占める割合（時期別噴出量割
合）は１７．０～１１．０ka が１８％，１１．０～９．５ka が６３％，９．５
～８．５ka が１１％，８．５～８０ka が８％と推定される．宮地
（１９８８）はボーリング資料などをもとに旧期溶岩の噴出量
を３９．５km３と見積もった．このためボーリング資料から
推定される総量の４４％を地表部で確認できたことになる．
ただし，１７．０～１１．０ka の溶岩は年代値や分布に関する情報
が限られており，１１．０ka 以降に溶岩と同列で噴出量の議論
を行うことは困難である．また，地下部の旧期溶岩は地表
部に分布する旧期溶岩よりも古い時代のものが多いと推定
されるものの，ここでは地下部も地表部と同一の時期別噴
出量割合を有すると仮定して地下部の時期別噴出量を算定

表１ 新富士火山，過去１．１万年間における５つの活動期ごと
の噴出率．
Table１． Eruption rates of total products for five stages erupted by
Younger Fuji Volcano during the last１１，０００years．
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し，地表部と合わせて時期別噴出量を推定した．
一方，歴史時代で確認された１０回の噴火について

は，１０３３年や９３７年噴火のように山頂を挟む南北両斜面上
の複数地点で同時期に噴火したことが明らかとなってきた
ものの，その大部分の噴火では噴出物との対応関係が未確
定ではある．そこで噴火時期が不明であった以下の括弧内
の噴出物についても噴出率を推定するために，層位関係な
どをもとに噴火年代を次のように仮定し，噴出年代ごとの
総噴出量を計算した．すなわち，１７０７年：宝永スコリ
ア，１５１１年：（S２４‐１０），（I‐３１），１４３５年：（大 流 丸 山 溶
岩），１０８３年：（S２４‐９），（須山胎内溶岩），（ガラン溶
岩），１０３３年：剣丸尾第２溶岩，日沢溶岩，S２４‐８，９３７年：
剣丸尾第１溶岩，不動沢溶岩，石楠花橋スコリア，８６４年：
青木が原溶岩，氷穴溶岩，（S２４‐７），（大淵丸尾溶岩），８３８
～８６４年：伊賀殿山・天神山溶岩，天神山・伊賀殿山スコ
リア，８００～８０２年：鷹丸尾檜丸尾２溶岩，Sb‐a，（須走口
溶岩�），（水が塚檜丸尾溶岩），（東臼塚南溶岩），（S２４‐６）
である．
以上のような仮定のもとに過去１１，０００年間のステージ

別，年代別噴出率を見積もった（Table１）．その結果，旧
期溶岩を噴出したステージ１の中でも前半の１１～９．５ka

では噴出率が１７．１km３／ky と新富士火山の中では最も大
きく，後半の９．５～８．０ka にかけて５．１km３／ky と減少し，
ステージ３の中でも中期溶岩の多くが噴出したと思われる
４．５～３．５ka の噴出率は３．３km３／ky でステージ１後半の噴
出率に近い．これに対し，山頂火口での爆発的噴火が続い
たステージ４（３．５～２．２ka）では２．４km３／ky，比較的小
規模な山腹噴火が続いたステージ５（２．２～０．３ka）では
１．３km３／ky と噴出率は減少している（Table１）．１７．０～
１１．０ka の噴出率が明らかではないものの，１１ka 以降，ス
テージ１，２期に認められる高い噴出率の時期とそれに続く
噴出率が漸減する時期への推移，ステージ３の後半から現
在までの間に認められる比較的高い噴出率の時期からやや
低い噴出率の時期への推移の２つの変動期が存在する．こ
のような２回の変動期は１１ka 以降，富士火山では２回の
異なるマグマ供給期が存在したことを示唆する．このうち
後半のマグマ供給期が現在まで続く富士山の活動期に相当
する．
この後半の変動期は現在の年代資料ではステージ３半ば

の４．５ka 頃から開始することになるものの，その開始時
期は５．４ka 頃までさかのぼる可能性がある．これはステ
ージ３に噴出した中期溶岩に関する年代値が少なく，現時

図６ 新富士火山のステージ１・２，３，４・５における噴出量のヒストグラム．
ただし，ステージ１の噴出物のうち１７～１１ka のものを除く．
Fig．６． Histogram showing volume of the eruptive products of Younger Fuji Volcano for the stages１ and２，stage３，and stages４ and５．
Volcanic product at stage１，does not include that at１７to１１ka．
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点では４．５～３．５ka の年代値が多く得られているため，中
期溶岩の大半はこの時期に噴出したと仮定したためであ
る．ただし５．４ka 頃の天母山溶岩のようにステージ前半
に噴出した溶岩も確認されており，仮に今後この時期の溶
岩が多数発見されるようになれば，５．４ka 頃から噴出率が
増大し始めることになる．

２） 噴火規模別発生頻度の推移
噴火の規模別発生頻度は噴出量を見積もるために作成し

たデータをもとに１回の噴火で１つの地層が形成されると
仮定し，その噴出量の規模別発生回数とした．なお，各噴
出物の噴出量は対数値で表わし，この値をもとに規模別に
区分した．また，歴史時代の噴火のように，１回の噴火で
複数の噴出物が形成された場合は，これらをまとめて１回
分の噴出量とした．このため例えば２．２ka 以降の噴火回
数は宮地（１９９３）では７５回だったが，今回の試算では４９
回と減少した．旧期溶岩は地表で確認できた溶岩について
のみ試算に用いた．
以上のような仮定のもとに過去１１，０００年間の噴火の規

模別発生頻度を見積もった（Fig．６）．その結果，ステージ
１，２では全般を通じると中～小規模噴火の回数が多いもの
の，多量の旧期溶岩を噴出したステージ１のうち１１～９．５
ka では大～中規模噴火が多かった．また，中規模溶岩を
噴出したステージ３（５．６～３．５ka）では中規模噴火が多く，
新期溶岩を噴出したステージ５（２．２ka 以降）では小規模
噴火が多かった．また，山頂火口からの爆発的噴火期であ
るステージ４では中～小規模噴火が多かった．このように
１１ka 以降の富士火山の噴火の中では最近２．２ka の噴火は
比較的小規模なものが多い傾向があるものの，３．５ka 以降
についてみると中規模噴火の発生頻度の割合が多く，大規
模噴火も２．２ka 以降の２回から７回に増加する．これは
３．５～２．２ka の山頂噴火期の降下テフラの多くが中規模で，
しばしば大規模なテフラも噴出したためである．

２．２ka 以降の噴火の発生間隔や規模は８６４年噴火を境に
大きく変化した．２．２ka 以降，８６４年噴火までの約１，１００年
間に４２回の噴火があり０．５５km３が噴出したことから，こ
の期間の平均噴火間隔は２６年，一回の噴火の平均噴出量
は０．００５km３（小規模噴火）になる．今回得られた２．２ka
以降の噴火規模の最頻値は０．００５km３クラスで，この平均
噴出量と一致する．４２回の噴火の中には同一の噴火であっ
ても噴出地点が異なるため異なる噴火としたものも含まれ
る可能性があるものの，少なくとも層位の異なる６層の噴
出物は存在することから，０．２km３以上の大規模噴火が発
生した可能性は低く，小規模噴火が頻繁に発生した可能性
が高い．
一方，８６４年噴火以降，１７０７年噴火直前までの８３４年間に

は少なくとも大規模噴火が１回，中規模噴火が２回，小規
模噴火が３回の６回の噴火があり１．３６km３が噴出したこ
とから，この期間の平均噴火間隔は１６７年，一回の噴火の
平均噴出量は０．２７km３（大規模噴火）になる．このよう
に，２．２ka 以降８６４年噴火までは小規模噴火が頻発してい
たものの，８６４年噴火以降，噴火の発生間隔が長くなり発
生する噴火の規模はより大きくなったと思われる．８６４年
噴火以降，噴火の発生間隔が長くなった理由は明らかでは
ない．
８６４年噴火や１７０７年噴火のような大規模噴火の発生は
火山の自己制御機構（高田，２０００）を反映したものである
と考えることもできる．２度の大規模噴火により山体に蓄
積されつつあったストレスがある程度開放された可能性が
高い．そうであるならば，山体のストレスを開放するため
の山体崩壊や火山体内や火山近傍での地震活動（高
田，２０００）が近々発生する危険性は低い．

５． 今後の噴火予測に向けて
階段ダイアグラムからも分かるように富士火山の場合，

最近の噴出率はほぼ一定であることから，今後の噴火規模

図７ 新富士火山の過去２，２００年間における全噴
出物の積算噴出量．
Fig．７． Cumulative volume for the total prod-
ucts erupted by Younger Fuji Volcano dur-
ing the last２，２００years．
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や時期をある程度推定することができる．例えば３．５ka
のステージ４の開始時から８００年噴火発生直前までの噴出
率や，８００年噴火発生直前から１７０７年噴火発生直前までの
マグマの噴出率はいずれも１．５３km３／ky と一定である
（Fig．７）．このように小規模噴火を含む休止期間の長さが
それに先立つ噴出量に比例する傾向があるような場合，次
に起きる噴火の時期を予測できるといわれ，このような階
段ダイアグラムは時間予測型（小山・吉田，１９９４）と呼ば
れる．時間予測型の階段ダイアグラムが形成される原因の
ひとつとして，マグマ溜まりに一定の割合でマグマが供給
され，そのマグマ溜りに蓄えられるマグマの限界量が一定
であることが考えられる（山科，１９９５）．仮に１７０７年噴火に
より０．６８km３分が空となったマグマ溜まりに１．５３km３／
ky の割合でマグマが供給されつつあると仮定すると，２１５０
年頃にはマグマ溜まりは満たされる計算になる．ただし，
大規模噴火であった８６４年噴火と１７０７年噴火の間に少な
くとも５回の小，中規模噴火があったように，マグマ溜ま
りが完全に満たされる前に噴火が発生する可能性も否定で
きない．
一方，噴火の発生地点として最近２，２００年間の噴火は山

体の北西～南東方向および北東方向の側火山で発生してい
るもの，９３３年噴火以降，高標高での噴火が続いており，す
でに山頂噴火期に入ったのかもしれない（高田，２０００）．
また，２，２００年前以降に発生した中規模～大規模噴火で

は１７０７年噴火のような爆発的噴火を除き長さ３km以上
の割れ目火口列が形成され，特にその低標高側から溶岩が
噴出する場合が多い（剣丸尾第１・第２溶岩，御庭奥庭溶
岩２，青木ヶ原溶岩）．また，９３７年や１０３３年噴火のような
南北同時噴火も複数回発生していた可能性が考えられる．
このため，個々の噴出地点からの噴出量は小規模であって
も，複数個所で一連の噴火が発生した場合，その噴出量は
中規模クラスになる可能性も考えられる．
以上のような噴火予測をより高精度化し，減災を図るた

めには噴火履歴や火山体の構造に関わる諸問題を解明する
必要がある．例えば直径数１０cmないし数mの岩塊を吹
き飛ばす小規模な水蒸気爆発は様々な場所で発生する可能
性があり観光客や住民の安全を確保する上からもその実態
解明は不可欠である．このような噴火は歴史時代に山頂の
火口湖で発生したり，青木ヶ原溶岩がせの湖に流入したり
した際に発生した可能性が高いものの，その実態はほとん
ど解明されていない．また，発生頻度は低いと思われるも
のの，大規模な災害を引き起こす山体崩壊は山体内部の変
質帯に沿って発生する可能性が高い．このため山体崩壊の
発生場所を予測するためには，この変質帯が山体の地下の
どの場所に存在するかを事前に明らかにする必要があり，
まずはこれを発見するための手法の開発が不可欠である．

６． まとめ
富士火山に関する最新の研究成果に基づき新富士火山の

噴火履歴を取りまとめるとともに，最近１１，０００年間の噴
出率や噴火頻度の経時変化を推定し，以下の結果を得た．

１） 新富士火山の活動期は１１ka 以降についてみると噴
火様式の相違により，ステージ１（１７～８ka）：山頂・
山腹火口からの大量の溶岩噴出期，ステージ２（８～５．６
ka）：山頂火口からの小規模な間歇的噴火と土壌層の形
成期，ステージ３（５．６～３．５ka）：山頂火口，側火口か
らの爆発的噴火と溶岩噴出期，ステージ４（３．５～２．２
ka）：山頂火口からの爆発的噴火期，ステージ５（２．２ka
～現在）：側火山，側火口からの小・中規模噴火期の５
つのステージに区分できる．

２） 新富士火山ではステージ１，２期に認められる高い
噴出率の時期とそれに続く噴出率が漸減する時期への推
移，ステージ３の後半から現在までの間に認められる比
較的高い噴出率の時期からやや低い噴出率の時期への推
移の２つの変動期が存在する．このような２回の変動期
は１１ka 以降，富士火山では２回の異なるマグマ供給期
が存在したことを示唆する．

３） ステージ１，２では全般を通じると小～中規模噴火
の回数が多いものの，多量の旧期溶岩を噴出したステー
ジ１の１１～９．５ka では大～中規模噴火が多かった．ま
た，中期溶岩を噴出したステージ３では中規模噴火が，
山頂火口からの爆発的噴火期であるステージ４では中～
小規模噴火が，新期溶岩を噴出したステージ５（２．２ka
以降）では小規模噴火が多かった．また，２．２ka 以降８６４
年噴火までは小規模噴火が頻発していたものの，８６４年
噴火以降，噴火の発生間隔が長くなり小規模噴火の他，２
度の大規模噴火が発生した．これらの大規模噴火により
山体へ蓄積されていたストレスがある程度開放されたと
思われる．

４） 富士火山では３．５ka 以降，時間予測型の階段ダイア
グラムを示し，その噴出率は１．５３km３／ky とほぼ一定
である．仮に１７０７年噴火により０．６８km３分が空となっ
たマグマ溜まりに１．５３km３／ky の割合でマグマが供給
されつつあると仮定すると，２１５０年頃にはマグマ溜まり
は満たされる．
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